
令和６年度中小水力発電自治体主導型案件創出調査等支援事業費補助金 実施概要 令和８年２月

物部川水系小水力発電導入可能地点概略検討事業

１．事業の目的
2050 年カーボンニュートラルを実現するため、本県が策定した「高知県脱炭素社会推進アクションプラン」に

掲げる再生可能エネルギー導入の促進に向け、本県が有する高い水力発電導入に関するポテンシャルと公営
企業が有する水力発電事業の経験を活かし、小水力発電の導入可能地点の調査・検討を行う。

２．事業の内容
（１） 事業者名

高知県公営企業局
（２） 補助事業の名称

物部川水系小水力発電導入可能地点概略検討事業
（３） 事業期間

令和７年 9月 16 日 ～ 令和８年２月２４日
（４） 調査を実施する発電設備の概要

３．令和７年度の事業実施概要
① 流量調査
各地点において、令和 7年 11 月から「流速・断面積法」により、計 3回の流量調査を行った。

② 基本設計
現地踏査を行い取水口および放水口の最適地点を選定し、水路ルートを策定した。これらを踏まえて

発電設備の諸元や、想定される発電出力および年間発生電力量を求め、各地点の発電計画を策定し
た。
③ 事業性評価
基本設計の結果に基づき算出された概算工事費や売電収入等からキャッシュフローを計算し、採算性
について検討を行い、その他発電規模等も勘案して小水力発電導入に向けた優先順位を決定した。

流量調査（安丸地点） 流量調査（猪野々地点）

流量調査（頓定地点） 流量調査（白石地点） 流量調査(川ノ内地点）

４．事業の成果等
令和 7年 11 月から 3 回実施した流量調査により、各地点の実流量データを入手することができた。

流量調査及び現地踏査を踏まえ策定した各地点の発電計画をもとにキャッシュフローを計算し、採算性の
評価を行った。各地点とも採算性は厳しい結果となったが、発電規模やコスト縮減策の有無等を含めた評価
を行い、優先順位を決定することができた。

５．事業スケジュール

ⅰ：安丸地点 ⅱ：猪野々地点 ⅲ：頓定地点 ⅳ：白石地点 ⅴ：川ノ内地点

ａ.発電形式：水路式 ａ.発電形式：水路式 ａ.発電形式：水路式 ａ.発電形式：水路式 ａ.発電形式：水路式

b.使用水量：8.60m3/s b.使用水量：1.34m3/s b.使用水量：2.50m3/s b.使用水量：0.10m3/s b.使用水量：0.20m3/s

c.有効落差：13.1m c.有効落差：84.4m c.有効落差：28.4m c.有効落差：14.6m c.有効落差：128.5m

d.出 力：880ｋW d.出 力：880ｋW d.出 力：540ｋW d.出 力：10ｋW d.出 力：180ｋW

地点名 安丸地点 猪野々地点 頓定地点 白石地点 川ノ内地点

使用水量(m3/s) ８．６０ １．３４ ２．５０ ０．１０ ０．２０

有効落差(m) １３．１ ８４．４ ２８．４ １４．６ １２８．５

発電出力(kW) ８８０ ８８０ ５４０ １０ １８０

年間可能発電電力量

(kWh）
４，０８５，６６４ ５，２４１，９８４ ２，５０７，１１２ ８７，６００ ８３５，７０４

概算工事費（百万円） １，８６０ ３，１４０ ２，２２０ ２１０ １，１２０

想定収支（百万円） △４４５ △１，７２０ △１，８７８ △２４９ △１，１０９

事業性の有無 事業性あり 事業性なし 事業性なし 事業性なし 事業性なし

（優先順位） （１） （４） （２） （５） （３）


